学習過程　[陸上運動　（走の運動遊び）]　第１学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２
	３
	４

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　鬼ごっこ（準備運動）をする。

　・色鬼、高鬼

３　目標に向かってまっすぐ走る。

　・好きな遊具にさわって走って戻る。
　・特定のラインにタッチして走って戻る。

　・紅白玉を持って走って戻る。

４　整理運動をする。
５　振り返りをする。

６　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　ジャンケン大また走遊び（準備運動）をする。

　・ペアでジャンケンをして行う。（グリコ遊び）
３　ラインの上を走ったり、蛇行して走ったりする。
　・８の字型の線の上を走る。

　・曲線の上を蛇行して走る。

　・円の線の上で、追いかけ走をする。

４　整理運動をする。

５　振り返りをする。

６　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走、かかと走、つま先走
３　セパレートの直線コースを走る。
　・ゴールまで、まっすぐ走る。
　・コースでの追いかけ走をする。
４　折り返しリレー（手でのタッチ）を行う。
５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走、かかと走、つま先走

３　蛇行して走ったり、直線コースを走ったりする。
４　折り返しリレー（手でのタッチ）を行う。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。

	教師の働きかけ
	・整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を指導する。

・幼稚園や保育所で親しんだ鬼ごっこで、気持ちをリラックスさせる。

・固定遊具への距離や高低差など、活動に適した場所を選ぶ。

・競争でなく運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。
	・整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。
・運動の仕方やコースの説明を教師が模範となって行う。

・多様な走り方を経験できるようにし、運動の楽しさを味わえるようにする。

・よい動きをしている児童を紹介し、全体に広げる。

・運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	○きまりを守って、楽しみながら走っている。【関】（観察）


	○大またで走ったり曲線の上を走ったりなど、色々な走りを楽しんでいる。【関】（観察）

	○追いかけ走のやり方を理解し、楽しい遊び方を選んでいる。【思】（観察）


	○コースに沿って走ることができる。【技】（観察）




学習過程　[陸上運動　（走の運動遊び②）]　第１学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２
	３
	４

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走

・かかと走、つま先走
３　用具を知る。

４　障害を越えてかけっこをする。

・３種類の障害物（段ボール箱、フラフープ、コーン）を並べて走る。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走

・かかと走、つま先走
３　障害物を越えて、かけっこをする。

４　障害物の置き方や位置、走り方を工夫してかけっこをする。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走

・かかと走、つま先走

３　障害物の置き方や位置、走り方を工夫してかけっこをする。

４　自分たちのコースを工夫して、リレー障害走を楽しむ。
５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走

・かかと走、つま先走

３　自分たちのコースを工夫して、リレー障害走を楽しむ。

４　友達の作ったコースでリレーを行い、競争を楽しむ。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。

	教師の働きかけ
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を指導する。

○リズムを楽しんで運動できる雰囲気を作る。

○怖がらず楽しんで運動できるよう、児童の実態に応じた障害物を設定する。

○競争でなく運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。
○運動の仕方やコースの説明を教師が模範となって行う。

○多様な走り方を経験できるようにし、運動の楽しさを味わえるようにする。

○よい動きをしている児童を紹介し、全体に広げる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	きまりを守って、楽しんで運動している。

【関】（観察）



	障害物の置き方を考え、簡単な遊びを工夫している。

【思】（観察）


	低い障害物を、助走をつけて跳ぶことができる。【技】（観察）


	勝敗を受け入れて、リレーを楽しんでいる。【関】（観察）





学習過程　[陸上運動　（跳の運動遊び）]　第１学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２
	３
	４

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走

・かかと走、つま先走

	
	３　用具の使い方や準備をする。

４　いろいろな跳び方の運動遊びに取り組む。

　・ぴょんぴょん跳び

　　円やケンステップを活用して、片足や両足で踏み切り、両足着地で調子よく跳ぶ。

・ジャンケン跳び

　・グリコ遊び

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　高さや幅のある、いろいろな跳び方の運動遊びに取り組む。

　

・ぴょんぴょん跳び

　　円やケンステップを活用して、片足や両足で、リズミカルに跳ぶ
　・ゴム跳び遊び
４　整理運動をする。

５　振り返りをする。

６　片付けをする。
	３　高さや幅のある、いろいろな跳び方の運動遊びに取り組む。

・ぴょんぴょん跳び

　　円やケンステップを活用して、片足や両足で、リズミカルに跳ぶ

　・ゴム跳び遊び

　・幅跳び遊び

　　川跳び→遠くへ跳んでみよう
４　整理運動をする。

５　振り返りをする。

６　片付けをする。

	教師の働きかけ
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を指導する。

○日常的に遊べる運動を取り入れ、楽しんで運動できるようにする。

○競争でなく運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。
○運動の仕方やコースの説明を教師が模範となって行う。

○多様な跳び方を経験できるようにし、運動の楽しさを味わえるようにする。

○よい動きをしている児童を紹介し、全体に広げる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	きまりを守って、楽しんで運動している。

【関】（観察）



	場のきまりを守り、楽しく遊ぶことができる場を選んで運動している。【思】（観察）


	ケンパー跳び遊びで、片足や両足で連続して前方に跳ぶことができる。【技】（観察）



	ゴム跳び遊びで、助走を付けて片足で踏み切って上方に跳ぶことができる。【技】（観察）





学習過程　[陸上運動　（走の運動遊び）]　第２学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２
	３
	４

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　鬼ごっこ（準備運動）をする。

　・色鬼、高鬼

３　曲線コースや直線コースを全力で走る。

　・ネコとネズミ

　・５０ｍ程度のかけっこを調子よく、力いっぱい走る。

４　整理運動をする。

５　振り返りをする。

６　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　ジャンケン大また走遊び（準備運動）をする。

　・ペアでジャンケンをして行う。（グリコ遊び）

３　曲線コースや直線コースを全力で走る。

　・ネコとネズミ

　・いろいろなスタートの姿勢からスタートして追いかけ走をする。

・５０ｍ程度のかけっこを調子よく、力いっぱい走る。

４　整理運動をする。

５　振り返りをする。

６　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走、かかと走、つま先走
３　曲線コースや直線コースを全力で走る。

　・ネコとネズミ

　・いろいろなスタートの姿勢からスタートして追いかけ走をする。
・いろいろなスタートの姿勢からスタートして、折り返しリレー遊びをする。

４　整理運動をする。

５　振り返りをする。

６　片付けをする。


	教師の働きかけ
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。

○単元の目標や行う運動を説明し、見通しをもたせる。

○日常的に楽しめる鬼ごっこで、気持ちをリラックスさせる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。

○本時で行う運動と特に重点とするポイントを説明する。
○多様な走り方を経験できるようにし、運動の楽しさを味わえるようにする。

○運動の仕方やコースの説明を教師が模範となって行う。
○よい動きをしている児童を紹介し、全体に広げる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	○曲線や直線を楽しんで進んで走ることができる。【関】（観察）



	○追いかけ走のいろいろな姿勢からのスタートの方法を理解し、活動することができる。【思】（観察）


	○スキップ走、ギャロップ走でいろいろな方向に走ることができる。【技】（観察）



	○リングバトンの受け渡しのやり方やコースを守って、リレー　　　　　　　

を行うことができる。【技】（観察）





学習過程　[陸上運動　（走の運動遊び②）]　第２学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２
	３
	４

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走

・かかと走、つま先走

	
	３　用具の使い方、準備の仕方を知る。

４　障害を越えてかけっこをする。

・３種類の障害物（段ボール箱、タイヤ、小型ハードル）を並べて走る。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　障害物を越えて、かけっこをする。

４　障害物の置き方や位置、走り方を工夫してかけっこをする。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　障害物の置き方や位置、走り方を工夫してかけっこをする。

４　自分たちのコースを工夫して、リレー障害走を楽しむ。
５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　自分たちのコースを工夫して、リレー障害走を楽しむ。

４　友達の作ったコースでリレーを行い、競争を楽しむ。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。

	教師の働きかけ
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。

○単元の目標や行う運動を説明し、見通しをもたせる。

○リズムを楽しんで運動できる雰囲気を作る。

○怖がらず楽しんで運動できるよう、児童の実態に応じた障害物を設定する。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。

○本時で行う運動と、特に重点とするポイントを説明する。
○多様な走り方を経験できるようにし、運動の楽しさを味わえるようにする。

○運動の仕方やコースの説明を教師が模範となって行う。
○よい動きをしている児童を紹介し、全体に広げる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	安全に気を付け、きまりを守って楽しんで運動している。【態】（観察）



	障害物の物や置き方を考え、簡単な遊びを工夫している。【思】（観察）


	低い障害物を、助走をつけて跳ぶことができる。【技】（観察）


	勝敗を受け入れたり友達の作ったコースで走ったりして、リレーを楽しんでいる。【態】（観察）





学習過程　[陸上運動　（跳の運動遊び）]　第２学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　いろいろな姿勢で走る運動遊び（準備運動）をする。

　・スキップ走、ギャロップ走

　・大また走、小また走

・かかと走、つま先走

	
	３　用具の使い方や準備の仕方を知る。

４　いろいろな跳び方の運動遊びに取り組む。

　・ぴょんぴょん跳び

　　円やケンステップを活用して、片足や両足で踏み切り、両足着地で調子よく跳ぶ。

・ジャンケン跳び

　・グリコ遊び

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　高さや幅のある、いろいろな跳び方の運動遊びに取り組む。
・ぴょんぴょん跳び

　　円やケンステップを活用して、片足や両足で、リズミカルに跳ぶ
　・ゴム跳び遊び
４　整理運動をする。
５　振り返りをする。
６　片付けをする。
	３　高さや幅のある、いろいろな跳び方の運動遊びに取り組む。

・ぴょんぴょん跳び

　　円やケンステップを活用して、片足や両足で、リズミカルに跳ぶ

　・ゴム跳び遊び

　・幅跳び遊び

　　川跳び→遠くへ跳んでみよう
４　整理運動をする。
５　振り返りをする。
６　片付けをする。

	教師の働きかけ
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。

○単元の目標や行う運動を説明し、見通しをもたせる。

○日常的に遊べる運動を取り入れ、楽しんで運動できる雰囲気をつくる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。
	○整列の仕方、体育着や帽子の正しい身に付け方を確認する。

○本時で行う運動と特に重点とするポイントを説明する。
○多様な走り方を経験できるようにし、運動の楽しさを味わえるようにする。

○運動の仕方やコースの説明を教師が模範となって行う。
○よい動きをしている児童を紹介し、全体に広げる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	用具の準備や片付けを、友達と一緒にしている。【態度】（観察）



	運動の順番やきまりを守り、友達と仲よく運動している。【関】（観察）



	友達のよい動きを見付け、真似をして運動している。【思】（観察）



	ゴム跳び遊びで、片足や両足で連続して上方に跳ぶことができる。【技】（観察）


	川跳び遊びで、助走を付けて片足で踏み切って前方に跳ぶことができる。

【技】（観察）




学習過程　[陸上運動　（走の運動遊び①）]　第３学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２・３
	４・５
	６・７
	８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

　・走る、跳ぶなどの全身運動をする。

３　直線コースを調子よく走る。

　・いろいろな姿勢から素早くスタートする。

４　チーム編成をする。

５　直線コースの折り返しリレーの仕方を知る。

６　整理運動をする。

７　振り返りをする。

８　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

　・走る、跳ぶなどの全身運動をする。

　・ランニング、スキップなどをする。

３　直線コースを調子よく走る。

　・いろいろな姿勢から素早くスタートする。

　・５０ｍ程度を調子よくかけ抜ける。

４　直線コースの折り返しリレーに取り組む。

　・チーム内でバトンの受け渡し練習をする。

　・チーム間で競争する。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

　・走る、跳ぶなどの全身運動をする。

　・スキップや追いかけっこをする。

３　直線コースを調子よく走る。

　・いろいろな姿勢から素早くスタートする。

　・前後に腕を大きくふって走るようにする。
４　周回リレーに取り組む。

　・走りながらバトンパスする方法を知る。
　・チーム内でバトンの受け渡しの練習をする。
　・チーム間で競争する。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

　・走る、跳ぶなどの全身運動をする。

　・スキップや追いかけっこをする。

３　直線コースを調子よく走る。

　・合図で素早くスタートする。

　・相手を決めて５０ｍ程度競争する。

４　周回リレーに取り組む。

　・テークオーバーゾーンで走りながらバトンパスをする。
　・走る順序を決めたり、相手チームを決めて競争したりする。
５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

　・走る、跳ぶなどの全身運動をする。

　・スキップや追いかけっこをする。

３　直線コースを調子よく走る。

　・合図で素早くスタートする。

　・相手を決めて５０ｍ程度競争する。

４　リレー大会をする。
　・走る順序や作戦を話し合う。
　・ルールを決めて競争する。

　・対戦の仕方を考えて競争する。
５　整理運動をする。
６　振り返りをする。
７　片付けをする。

	教師の働きかけ
	○掲示資料を使用し、学習の見通しをもたせる。

○チームは走力と思考・判断、態度面を考慮して編成する。

○安全に気を付けて活動できるよう、約束を確認する。
	○安全に関する約束を確認する。

○本時で行う運動と特に重点とするポイントを説明する。
○多様な走り方を経験できるようにし、運動の楽しさを味わえるようにする。
○よい動きをしている児童を紹介し、全体に広げる。

○運動を楽しんでいる児童や、ルールを守っている児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	きまりを守って、進んで運動しようとする。【関】（観察）



	用具の準備や片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けてしたりしている。

【関】（観察）


	いろいろな姿勢からのスタートを工夫し、自分に合ったスタートの姿勢を考えている。【思】（観察）



	チームの友達と仲よくバトンパスの練習をしている。

【関】（観察）



	前後に腕を大きくふって走ることができる。　【技】（観察）



	バトンパスの練習の方法を工夫している。【思】（観察）



	テークオーバーゾーンで、走りながらバトンパスをすることができる。

【技】（観察）



	勝敗を受け入れてリレーを楽しんでいる。【態】（観察）





学習過程　[陸上運動　（小型ハードル走②）]　第３学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２・３・４
	５・６

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　用具の準備や使い方を知り、準備をする。

　・計時係、記録係、用具係

　・小型ハードル

４　グループ編成をする。

５　グループ対抗戦をする。

　・グループ内で「同じ条件」で競争する。

６　整理運動をする。

７　振り返りをする。

８　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を確認する。

２　準備運動をする。
３　用具の準備をする。

４　１対１のグループ内対抗戦をする。

　〇障害の種類、インターバル、数、走る距離などの条件を工夫して対抗戦をする。

　・グループ内で「同じ条件」で１対１の競争をする。

　・グループ内で「違う条件」で１対１の競争をする。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を確認する。
２　準備運動をする。
３　用具の準備をする。

４　グループ対抗戦をする。

　〇障害の種類、インターバル、数、走る距離などの条件を工夫して対抗戦をする。

　・グループ間で「同じ条件」で折り返しリレーをする。

　・グループ間で「違う条件」で折り返しリレーをする。

５　整理運動をする。

６　振り返りをする。

７　片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるように学習の流れを掲示する。

○安全に学習を進められるよう場の準備の仕方等を確認する。

○学習カードの記入の仕方を確認す

る。

○走力と思考・判断、態度面を考慮したグループ編制を行う。
	○安全に関する約束を確認する。

○様々な条件の中で競争することで、自分に合ったコースやリズムを見付けられるようにする。

○「違う条件」のリレーでは、勝った児童は0.5mずつスタートラインを後ろにずらすなどの工夫を行う。

○勝敗を受け入れたり動きのコツを見付けたりしている児童を称賛する。


	○安全に関する条件を確認する。

○「違う条件」のリレーでは、自分に合ったコースやリズムのコースを選ばせる。

	学習活動に即した評価規準
	学習のきまりを守って安全に気を付けながら運動に取り組んでいる。【関】（観察）


	勝敗を受け入れ、場や用具の安全に気を付けてすすんで運動に取り組んでいる。【関】（観察）



	競争や運動を楽しむために、競争の仕方や場を選んだり工夫したりしている。【思】（観察）



	小型ハードルを調子よく走り越すために、場を選んでいる。

【思】（観察）



	友達との競争を楽しんだりグループでの競争の仕方を工夫したりすることができる。【思】（観察）



	小型ハードルを調子よく走り越すことができる。【技】（観察）




学習過程　[陸上運動　（幅跳び・高跳び）]　第３学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２
	３・４
	５
	６
	７・８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。


	１　学習のねらいを確認する。

２　準備運動をする。

	
	３　今の自分の記録を確かめる。

　・幅跳びの今のおおよその記録を知る。

４　いろいろな助走のリズムを知る。

５　整理運動をする。

６　学習を振り返る。

７　後片付けをする。
	３　幅跳びの記録を得点化する方法を知り、自分のめざす得点に向けて運動する。

４　整理運動をする。

５　学習を振り返る。

６　後片付けをする。


	３　自分のめざす得点に向けて運動する。

４　整理運動をする。

５　学習を振り返る。

６　後片付けをする。
	３　今の自分の記録を確かめる。

　・高跳びの今のおおよその記録を知る。

４　いろいろな助走のリズムを知る。

５　整理運動をする。

６　学習を振り返る。

７　後片付けをする。
	３　高跳びの記録を得点化する方法を知り、自分のめざす得点に向けて運動する。

４　整理運動をする。

５　学習を振り返る。

６　後片付けをする。


	３　自分のめざす得点に向けて運動する。

４　整理運動をする。

５　学習を振り返る。

６　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を設定する。
	○３歩助走で、片足で踏み切る感覚をつかませる。

○踏み切り板などを使い、高く跳ぶ心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、両足で着地できるようにする。
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を設定する。
	○３歩助走で、片足で踏み切る感覚をつかませる。

○バーの高さを調節し、跳び越える心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、両足で着地できるようにする。

	学習活動に即した評価規準
	用具の準備や片付けを、友達と一緒にしている。【関】（観察）


	動きのポイントを知り、自分の力に合った課題を選んでいる。

【思】（観察）


	助走して片足で踏み切り、両足で着地することができる。【技】（観察）


	用具の準備や片付けを、友達と一緒にしている。【関】（観察）


	動きのポイントを知り、自分の力に合った課題を選んでいる。

【思】（観察）


	助走して片足で踏み切り、両足で着地することができる。

【技】（観察）


学習過程　[陸上運動　（走の運動）]　第４学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２・３
	４・５
	６・７
	８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

　・走る、跳ぶなどの全身運動をする。

３　直線コースを調子よく走る。

　・いろいろな姿勢から素早くスタートする。

４　チーム編成をする。

５　バトンパスの練習をする。

　・２人組でバトンパスの練習を

する。

　・チームでバトンパスの練習を

する。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

　・走る、跳ぶなどの全身運動をする。

　・ランニング、スキップなどをする。

	
	
	３　直線コースを調子よく走る。

　・合図で素早くスタートする。

　・５０ｍ程度を調子よくかけ抜ける。

４　周回リレーに取り組む。

　・チーム内でテークオーバーゾーンを使ってバトンの受け渡し練習をする。

　・チーム間で競争する。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　直線コースを調子よく走る。

・合図で素早くスタートする。

　・前後に腕を大きく振って走るようにする。
４　周回リレーに取り組む。

　・チーム内でコーナーを使ったバトンの受け渡しの練習をする。
　・チーム間で競争する。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　直線コースを調子よく走る。

　・合図で素早くスタートする。

　・相手を決めて５０ｍ程度の競争をする。

４　周回リレーに取り組む。

　・走る順序を決めたり、相手チームを決めたりして競争する。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　片付けをする。
	３　直線コースを調子よく
走る。
・合図で素早くスタートする。

・相手を決めて５０ｍ程度競争する。

４　リレー大会をする。
・走る順序や作戦を話し合う。
・ルールを決めて競争する。

・対戦の仕方を考えて競争

する。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　片付けをする。

	教師の働きかけ
	○グループは、走力と思考・判断、態度面を考慮して分ける。

○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。
	○準備運動では、スキップ、ギャロップなどを行い、リズムを感じて走らせる。

○色々な姿勢からスタートしたり、スタート位置を変えたりすることで、走る楽しみを広げるようにする。
	○動きのポイントがわかるような資料を用意する。

○勝敗の結果を受け入れ、チームのよさを認め合っている児童を、称賛する。
	○テークオーバーゾーン内でのバトンパスができるように、動き方を工夫させる。

○バトンをつなぐ楽しさや規則を工夫しながら楽しむことができるようにする。

○ダッシュマークの使い方を教える。
	○きまりがわかるように、掲示資料を用意する。

○チームで取り組んできたことを生かせるようにする。

	学習活動に即した評価規準
	きまりを守り、安全に気をつけながら、協力して運動しようとする。【関】（観察）


	走力を高めようと進んで運動しようとする。【関】（観察）


	バトンパスを試しながら、自分のチームの課題を見つけている。【思】（観察）
	コーナーの内側に体を傾けて走ることができる。【技】（観察）
	前後に腕を大きく振って走ることができる。【技】（観察）
	競走のしかたを知り、競走の規則を工夫している。【思】（観察）
	テークオーバーゾーン内で、相手の動きに合わせてバトンパスができる。【技】（観察）
	競走や記録挑戦の活動に進んで取り組もうとする。【関】（観察）


学習過程　[陸上運動　（小型ハードル走）]　第４学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう
	

	時間
	１
	２・３・４
	５・６
	

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　４０ｍ全力走を計測する。

４　グループ編成をする。

５　用具の準備をする。

６　いろいろなコースをリズミカルに走り越す。

７　整理運動をする。

８　学習の振り返りをする。

９　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を確認する。

２　準備運動をする。

３　用具の準備をする。


４　いろいろなコースをリズミカルに走り越す。

　・段ボールを並べたコース

　・高さ２０cm程にゴムひもを張ったコース

・小型ハードル間が異なるように作ったコース

 (５ｍ、６ｍ、６.５ｍ)

５　自分に合ったコースで記録を測定する。

６　整理運動をする。


７　学習の振り返りをする。

８　片付けをする。
	１　学習のねらいや進め方を確認する。

２　準備運動をする。

３　用具の準備をする。

４　いろいろなコースをリズミカルに走り越す。

　・いろいろなコースでグループ対抗折り返しリレーに取り組む。
５　自分に合ったコースで記録に挑戦する。

　・以前の自分の記録と競争する。
６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　片付けをする。
	

	教師のはたらき
	・グループは、走力と思考・判断、態度面を考慮して分ける。

・学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

・安全に関する約束をする。
	・安全に関する約束を確認する。

・動きのコツを見付けている児童を称賛する。

・自分のめあてに合った練習をするようにする。

・めあてを達成した児童や記録が伸びた児童を紹介し、互いに認め合うようにする。

・リズミカルに走る時は、スキップ、ギャロップなどを行い、リズムを感じて走らせる。
	・安全に関する約束をする。

・タイムの計測は、教師が行う。

・４０ｍ走と小型ハードル走のタイムがどれだけ近付いたかを意識させる。
	

	学習活動に即した評価規準
	・きまりを守って、すすんで運動しようとする。

・用具の準備や後片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けたりしようとする。

【関】（観察）
	互いに励まし合ったり教え合ったりしながら運動に取り組むことができる。【関】（観察）


	自分に合ったリズムや間隔を見付けて、練習することができる。【思】（学習カード、観察）


	小型ハードルの高さを変えて走り越すことができる。【技】（観察）
	ハードル間を調子よく走り、小型ハードルを自分に合ったリズムで走り越すことができる。【技】（観察）
	ハードルをリズミカルに走り越すことができる。【技】（観察）


学習過程　[陸上運動　（幅跳び・高跳び）]　第４学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３・４
	５
	６
	７・８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　今の自分の記録を確かめる。

　・幅跳びの今のおおよその記録を知る。

４　いろいろな助走のリズムを知る。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習のねらいを確認する。

２　準備運動をする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

	
	
	３　いろいろなリズムで跳ぶ。

４　着地の仕方を知り、いろいろな跳び方で着地する
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。


	３　自分の課題に応じた場で跳ぶ。
４　記録をとる。
・どれだけ記録が伸びたか

比べる。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	３　今の自分の記録を確かめる。

　・高跳びの今のおおよその記録を知る。

４　いろいろな助走のリズムを

知る。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	３　いろいろなリズムで跳ぶ。

４　着地の仕方を知り、いろいろな跳び方で着地する。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。


	３　自分の課題に応じた場で、

跳ぶ。
４　記録をとる。

　　・どれだけ記録が伸びたか比べる。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。


	教師のはたらきかけ
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を用意する
	○３歩助走で、片足で踏み切る感覚をつかませる。

○踏み切り板などを使い、高く跳ぶ心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、両足で着地できるようにする。
	○調子よく踏み切るために、リズムを大切にさせる。

○1回目の記録からどれだけ記録が伸びたのかを比べさせる。

○課題を克服できるように練習の場を用意する。

○コツをつかみ、跳んでいる児童を称賛し、手本にさせる。
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を用意する。
	○３歩助走で、片足で踏み切る感覚をつかませる。

○踏み切り板などを使い、高く跳ぶ心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、足から着地できるようにする。
	○調子よく踏み切るために、リズムを大切にさせる。

○1回目の記録からどれだけ記録が伸びたのかを比べさせる。

○課題が克服できるように練習の場を用意する。

○コツをつかみ、跳んでいる児童を称賛し、手本にさせる。

	学習活動に即した評価規準
	・きまりを守って、進んで運動しようとする。
・用具の準備や後片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けたりしようとする。【関】（観察）
	・幅跳びの動きを身に付けるための練習の仕方を知り、自分に合った練習方法や場を選んでいる。【思】（観察・学習カード）
	・助走して片足で踏み切り、両足で着地することができる。

【関】（観察）
	・きまりを守って、進んで運動しようとする。

・用具の準備や後片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けたりしようとする。【関】（観察）
	・幅跳びの動きを身に付けるための練習の仕方を知り、自分の力に合った練習方法や場を選んでいる。【思】（観察・学習カード）
	・助走して片足で踏み切り、足から着地することができる。

【技】（観察）


学習過程　[陸上運動　短距離走・リレー]　第５学年
	段階
	やってみる
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習活動
	１　学習の進め方や準備、片付けについて知る。
２　準備運動をする。
３　個人の記録を測定する。
４　短距離走の練習をする
　　・スタート
　　・コーナー
　　・直走路
５　試しのリレーをする
６　整理運動をする。
７　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。
３　短距離走の練習をする。
　　・ピッチを速くする。
　　・ストライドを大きくする。
　　・中間走の走り方を身に付ける
４　リレーをする。
　　・チームの記録を測る。
　　・バトンパスの練習をする。
５　整理運動をする。
６　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。
３　短距離走の練習をする。
　　・スタート
　　・コーナー
　　・直走路
４　リレーをする。
　　・チームの記録を測る。
５　チームの時間
　　・バトンパス
　　・スタート、コーナー、直走路
６　確かめのリレーをする。
　　・練習の成果を生かして、記録を測る
7　整理運動をする。
８　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認
する。
２　準備運動をする。
３　全力で短距離走をする。
　　・スタート
　　・コーナー
　　・直走路
４　リレーをする。
　　・チームの記録を測る。
５　チームの時間
　　・バトンパス
　　・スタート、コーナー、直走路
６　確かめのリレーをする。
　　・練習の成果を生かして、記録を測る。
７　チーム対抗リレーをする。
８　整理運動をする。
９　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認
する。
２　準備運動をする。
３　個人の記録を測定する。
　（１００ｍ走）
４　チームの時間
　・バトンパス
　・スタート、コーナー、直走路
５　確かめのリレーをする。
　　・練習の成果を生かして、記録を測る。
６　チーム対抗リレーをする。
７　整理運動をする。
８　学習の振り返りをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認させ、活動への見通しをもたせる。
○安全に関する約束を確認する。
○見合い、教え合いをしているグループを称賛する
○走力、思考・判断、意欲・態度を考慮したチーム編成をする。
	○安全に関する約束を確認する。
○学習資料を用意し、チームの課題の解決ができるようにする。
○チームでの練習の場を決める。
○学習の振り返りで、チームの時間の使い方が有効であったか話し合わせる。
	○チームのよさを生かすことができるようにする。
○他チームとのタイムの比較ではなく、自チームの記録ののびに目を向けさせるようにする。
○学習の振り返りでは、友達のよいところに目を向けさせる。
○ダッシュマークを用意し、使い方を教える。

	学習活動に即した
評価規準
	走路や器具の使い方など、安全に気を付け運動しようとする。【関】（観察）
	スタンディングスタートから走り始め、ゴールまで全力で走ることができる。【技】（観察）
	学習資料を活用して、友達と教え合いながら学習している。【思】（観察）
	自分の課題に合った競走や練習の方法を選んだり、工夫したりしている。【思】（観察・学習カード）
	テークオーバーゾーン内でバトンパスをすることができる。【技】（観察）
	テークオーバーゾーン内で減速の少ないバトンパスをすることができる。【技】（観察）


学習過程　[陸上運動　（ハードル走）]　第５学年
	段階
	やってみよう
	　ひろげよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習活動
	１　学習の進め方や準備、片付けについて知る。
２　準備運動をする。
３　学習課題を確認する。
・第１ハードルを決まった足で踏み切って走り越す。
４　グループの時間に取り組む
　　・踏み切り位置のポイントを知り、グループで見合う。
５　タイムを計測する。　
６　整理運動をする。
７　学習の振り返りをする。
８　後片付けをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。

３　学習課題を確認する。
○自分に合ったインターバルを見付け、３～５歩で走り越す。

４　リズムタイムに取り組む。
1 「トン・１・２・３」のリズムで走り超える練習をする。
2 踏み切り位置をできるだけ遠くにして、振り上げ足を
まっすぐ伸ばす練習をする。
3 第１ハードルまで全力疾走する練習をする。

５　チャレンジタイムに取り組む。
　　○ペアで順番に自分に合った場に行って記録を測定する。
　　○ペアで見合い、教え合う。
６　整理運動をする。
７　学習の振り返りをする。
８　後片付けをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。
３　記録会をする。
　・自分の目標記録のクリアを目指して、グループで協力し合い記録会をする。
４　整理運動をする。
５　学習の振り返りをする。
６　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認し、活動への見通しをもたせる。
○安全に関する約束を確認する。
○見合い、教え合いをしているグループを称賛する。
○自分の能力にあった課題をもち、練習に取り組めるようにする。
	○安全に関する約束を確認する。
○学習資料を用意し、自己の課題の解決ができるようにする。
○ペアでの見合いで友達の上手なところを見付け、自分の走りに生かせるようにする。
	○自分に合ったインターバルの長さを選ぶことができるように指導する。
○学習の振り返りでは、よい動きや言葉かけをしている児童を紹介し、全体に広める。
	○動きのポイントを意識して友達と互いに見合い、アドバイスし合うように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	走路や器具の使い方など、安全に気を付けて運動しようとしている。【関】（観察）
	ペアの友達と互いに見合い、アドバイスし合うことができる。【関】（観察）
	ハードルをリズミカルに走り越えるためのポイントを知る。【思】（学習カード・観察）
	第１ハードルを決まった足で踏み切り、ハードルを走り超すことができる。【技】（観察）
	自分に合ったインターバルの長さを見付けている。【技】（観察）
	自分に合った易しい場において、インターバルを決まった歩数で最後まで走り越すことができる。【技】（観察）


学習過程　[陸上運動　（走り幅跳び・走り高跳び）]　第５学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２・３
	４
	５
	６・７
	８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　今の自分の記録を確かめる。

　・幅跳びの今のおおよその記録を

知る。

４　いろいろな助走のリズムを知る。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習のねらいを確認する。

２　準備運動をする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　今の自分の記録を確かめる。

　・高跳びの今のおおよその記録を知る。

４　いろいろな助走のリズムを知る。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習のねらいを確認する。

２　準備運動をする。

	
	
	３　いろいろなリズムで跳ぶ。

４　着地の仕方を知り、いろいろな跳び方で着地する。
５　グループで練習に取り組む。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。


	３　自分の課題に応じた場で跳ぶ。
４　記録をとる。

・どれだけ記録が伸びたか比べる。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	
	３　いろいろなリズムで跳ぶ。

４　めあてごとのグループに分かれ、教え合いながら練習する。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	３　自分の課題に応じた場で、跳ぶ。
４　記録をとる。

・どれだけ記録が伸びたか比べる。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。


	教師の働きかけ
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を用意する。
	○踏み切り板などを使い、高く跳ぶ心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、両足で着地できるようにする。
	○調子よく踏み切るために、リズムを大切にさせる。

○最初にとった記録と比べさせ、どれだけ記録が伸びたのかを比べさせる。

○単元を通しての一人一人の伸びを認め称賛する。
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を用意する。
	○踏み切り板などを使い、高く跳ぶ心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、足から着地できるようにする。
	○調子よく踏み切るために、リズムを大切にさせる。

○最初にとった記録と比べさせ、どれだけ記録が伸びたのかを比べさせる。

○単元を通しての一人一人の伸びを認め称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	・きまりを守って、進んで運動しようとする。

・用具の準備や後片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けたりしようとする。【関】（観察）
	自分の力に合った課題を設定し、それに合った練習の場や段階を選んで練習している。【思】（学習カード・観察）
	・リズミカルな助走から踏み切ることができる。

・膝を柔らかく曲げて、両足で着地することができる。【技】（観察）
	・きまりを守って、進んで運動しようとする。

・用具の準備や後片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けたりしようとする。【関】（観察）
	自分の課題を設定し、それに合った練習方法を選択したり考えたりしている。【思】（学習カード・観察）
	足の裏全体で力強く踏み切り、振り上げ足と踏み切り足を高くあげることができる。

【技】（観察）


学習過程　[陸上運動　短距離走・リレー]　第６学年
	段階
	やってみる
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習活動
	１　学習の進め方や準備、片付けについて知る。
２　準備運動をする。
３　個人の記録を測定する。
４　短距離走の練習をする
　　・スタート
　　・コーナー
　　・直走路
５　試しのリレーをする
６　整理運動をする。
７　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。
３　短距離走の練習をする。
　　・ピッチを速くする。
　　・ストライドを大きくする。
　　・中間走の走り方を身に付ける
４　リレーをする。
　　・チームの記録を測る。
　　・バトンパスの練習をする。
５　整理運動をする。
６　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。
３　短距離走の練習をする。
　　・スタート
　　・コーナー
　　・直走路
４　リレーをする。
　　・チームの記録を測る。
５　チームの時間
　　・バトンパス
　　・スタート、コーナー、直走路
６　確かめのリレーをする。
　　・練習の成果を生かして、記録を測る
7　整理運動をする。
８　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認
する。
２　準備運動をする。
３　全力で短距離走をする。
　　・スタート
　　・コーナー
　　・直走路
４　リレーをする。
　　・チームの記録を測る。
５　チームの時間
　　・バトンパス
　　・スタート、コーナー、直走路
６　確かめのリレーをする。
・練習の成果を生かして、記録を測る。
７　チーム対抗リレーをする。
８　整理運動をする。
９　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認
する。
２　準備運動をする。
３　個人の記録を測定する。
　（１００ｍ走）
４　チームの時間
　・バトンパス
　・スタート、コーナー、直走路
５　確かめのリレーをする。
　　・練習の成果を生かして、記録を測る。
６　チーム対抗リレーをする。
７　整理運動をする。
８　学習の振り返りをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認させ、活動への見通しをもたせる。
○安全に関する約束を確認する。
○見合い、教え合いをしているグループを称賛する
○走力、思考・判断、意欲・態度を考慮したチーム編成をする。
	○安全に関する約束を確認する。
○学習資料を用意し、チームの課題の解決ができるようにする。
○チームでの練習の場を決める。
○学習の振り返りで、チームの時間の使い方が有効であったか話し合わせる。
	○チームのよさを生かすことができるようにする。
○他チームとのタイムの比較ではなく、自チームの記録ののびに目を向けさせるようにする。
○学習の振り返りでは、友達のよいところに目を向けさせる。
○ダッシュマークを用意し、使い方を教える。

	学習活動に即した
評価規準
	走路や器具の使い方など、安全に気を付け運動しようとする。【関】（観察）
	スタンディングスタートから走り始め、ゴールまで全力で走ることができる。【技】（観察）
	学習資料を活用して、友達と教え合いながら学習している。【思】（観察）
	自分の課題に合った競走や練習の方法を選んだり、工夫したりしている。【思】（観察・学習カード）
	テークオーバーゾーン内でバトンパスをすることができる。【技】（観察）
	テークオーバーゾーン内で減速の少ないバトンパスをすることができる。【技】（観察）


学習過程　[陸上運動　（ハードル走）]　第６学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習活動
	１　学習の進め方や準備、片付けについて知る。
２　準備運動をする。
３　学習課題を確認する。
・３～５歩のリズムで、ハードルを低く走り越す。
４　グループの時間に取り組む。
　　・ハードル間の歩数を決め、同じ歩数で走り越すことができるように
する。
５　タイムを計測する。　
６　整理運動をする。
７　学習の振り返りをする。
８　後片付けをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。

３　学習課題を確認する。
・自分に合ったインターバルを決まった歩数で最後まで走り越す。


４　リズムタイムに取り組む。
①一定のリズムでハードルを走り越える練習をする。
　②リード足・抜き足の形や動きを身に付ける練習をする。
　③ハードルの前でスピードを落とさないようにする練習をする。

５　チャレンジタイムに取り組む。
　・ペアで順番に自分に合った場に行って記録を測定する。
　・ペアで見合い、教え合いをする。
６　整理運動をする。
７　学習の振り返りをする。
８　後片付けをする。
	１　学習の進め方やめあてを確認する。
２　準備運動をする。
３　記録会をする。
　・自分の目標記録のクリアを目指して、グループで協力し合い記録会をする。
４　整理運動をする。
５　学習の振り返りをする。
６　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認し、活動への見通しをもたせる。
○安全に関する約束を確認する。
○見合い、教え合いをしているグループを称賛する。
○自分の能力にあった課題をもち、練習に取り組めるようにする。
	○安全に関する約束を確認する。
○学習資料を用意し、自己の課題の解決ができるようにする。
○ペアでの見合いで、友達の上手なところを見付け、自分の走りに生かせるようにする。
○自分に合ったインターバルの長さを選ぶことができるように指導する。
	○記録会では、自分の記録がどれだけ伸びたかに目を向けさせる。
○主運動にかかわる体の部位のストレッチを行う。
○学習の振り返りでは、単元を通した振り返りをさせる。

	学習活動に即した評価規準
	・場や用具の安全を保持しながら、運動しようとしている。
・ハードル走を楽しむための活動に進んで取り組もうとしている。【関】（観察）

	約束を守り、友達と助け合って練習や競走（争）をしようとしている。【関】（観察）
	課題の解決の仕方を知るとともに、自分の課題に合った練習の場や用具を選んでいる。【思】（学習カード・観察）
	自分に合った易しい場において、インターバルを決まった歩数で最後まで走り越すことができる。【技】（観察）
	ハードルを低く走り越すことができる。【技】（観察）
	自分の記録への挑戦の仕方を知るとともに、自分に合った競走（走）の仕方を選んでいる。【思】（学習カード、観察）


学習過程　[陸上運動　（走り幅跳び・走り高跳び）]　第６学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３・４
	５
	６
	７・８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　今の自分の記録を確かめる。

　・幅跳びの今のおおよその記録を

知る。

４　いろいろな助走のリズムを知る。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習のねらいを確認する。

２　準備運動をする。
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　今の自分の記録を確かめる。

　・高跳びの今のおおよその記録を知る。

４　いろいろな助走のリズムを知る。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習のねらいを確認する。

２　準備運動をする。

	
	
	３　いろいろなリズムで跳ぶ。

４　着地の仕方を知り、いろいろなとびかたで着地する。
５　グループで練習に取り組む。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。


	３　自分の課題に応じた場で、跳ぶ。
４　記録をとる。

・どれだけ記録が伸びたか比べる。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	
	３　いろいろなリズムで跳ぶ。

４　めあてごとのグループに分かれ、教え合いながら練習する。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	３　自分の課題に応じた場で、跳ぶ。
４　記録をとる。

・どれだけ記録が伸びたか比べる。
５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。


	教師の働きかけ
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を用意する。
	○踏み切り板などを使い、高く跳ぶ心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、両足で着地できるようにする。
	○調子よく踏み切るために、リズムを大切にさせる。

○最初にとった記録と比べさせ、どれだけ記録が伸びたのかを比べさせる。

○単元を通しての一人一人の伸びを認め称賛する。
	○学習の見通しをもつことができるように掲示資料を用意する。

○安全に関する約束をする。

○跳ぶことの楽しさや心地よさを感じることができるような場を用意する。
	○踏み切り板などを使い、高く跳ぶ心地よさを味わわせる。

○膝を柔らかく曲げて、足から着地できるようにする。
	○調子よく踏み切るために、リズムを大切にさせる。

○最初にとった記録と比べさせ、どれだけ記録が伸びたのかを比べさせる。

○単元を通しての一人一人の伸びを認め称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	・きまりを守って、進んで運動しようとする。

・用具の準備や後片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けたりしようとする。【関】（観察）
	自分の力に合った課題を設定し、それに合った練習の場や段階を選んで練習している。【思】（学習カード・観察）
	・リズミカルな助走から踏み切ることができる。

・膝を柔らかく曲げて、両足で着地することができる。【技】（観察）
	・きまりを守って、進んで運動しようとする。

・用具の準備や後片付けを友達と一緒にしたり、安全に気を付けたりしようとする。【関】（観察）
	自分の課題を設定し、それに合った練習方法を選択したり考えたりしている。【思】（学習カード・観察）
	足の裏全体で力強く踏み切り、振り上げ足と踏み切り足を高くあげることができる。

【技】（観察）


転んでも泣かなかった児童やタッチなどをきちんとしてきまりを守っている児童、友達を応援している児童など、手本となる児童をほめる。





勝敗にこだわり過ぎて、大また走をいい加減にしたりルールをやぶったりしないように、声をかける。





「この方法でやってみよう」など、楽しく遊べる距離や時間の差の付け方、走り方を示す。





端のコースを走るようにしたり、ゴール先にコーンを置いて目標を見ながら走ったりと、コースを意識して走りやすい場を設定する。





転んでも泣かなかった児童やタッチなどをきちんとしてきまりを守っている児童、友達を応援している児童など、手本となる児童を褒める。





他のグループの置き方を見せたり、実際に跳んだ時の違いを聞いたりする。





短い助走から片足で踏み切る練習をする。





手本となる児童を称賛すると共に、勝敗以外でのグループや個人のよさを伝える。





転んでも泣かなかった児童やタッチなどをきちんとしてきまりを守っている児童、友達を応援している児童など、手本となる児童を称賛する。





・場ごとの約束を、個別に指導する。


・個に応じた場を設定して、いろいろな跳び方を経験することで運動の楽しさを味わえるようにする。





児童に合った間隔のケンパーの場を設定し、楽しみながら運動できるようにする。





児童に合った高さのゴム跳びの場を設定し、安心して運動できるようにする。





動きのよさを称賛したりよりよい動きを紹介したりし、前向きな気持ちで運動を行えるようにする。





いろいろな姿勢を指導したり、勝敗が不確定になるような姿勢の変え方を示したりする。





手をつないで伴走したり、リズム太鼓でリズムを打ったりと、スキップ走やギャロップ走でのリズムを感覚的に身に付けられるようにする。





・見本となるチームのバトンの受け渡し方を、全体に紹介する。


・コースを意識して走れるよう、走るコースを端に設定したり、目印となるようゴール先にコーンを置いたりする。





転んでも泣かなかった児童やタッチなどをきちんとしてきまりを守っている児童、友達を応援している児童など、手本となる児童を褒める。





他のグループの置き方を見せたり、実際に跳んだ時の違いを聞いたりする。





・短い助走から、片足で踏み切る練習をする。


・片足や両足で、様々な方向に跳んだり連続で跳んだりする練習をさせる。





・手本となる児童を称賛すると共に、勝敗以外でのグループや個人のよさを伝える。


・自分達の作ったコースとの感じの違いを聞き、よさや楽しさに気付かせる。





担当する用具と一緒に行う友達を指示する。





・個別にきまりを確認する。


・友達と仲よく運動している児童を称賛し、そのよさを伝える。





よい動きをしている児童を観察させ、よいところを児童と共に考える。





・個に応じた高さを設定し、安心して運動できるようにする。


・向かい合って手をつないで運動し、跳ぶタイミングやリズムを感じられるようにする。





短い距離で跳ぶ練習をさせ、片足で踏み切るリズムをつかませる。





手本となる児童を称賛し、全体に広げる。





役割を与えたり気を付けるポイントを指示したりする。





姿勢ごとの感じの違いを質問し、違いに気付けるようにする。





手本となる児童を称賛すると共に、グループ別に指導を行う。





・手本となる児童の走る姿を観察させる。


・止まったまま、腕を大きくふる練習をさせる。





課題となっていることを確認し、課題に対する工夫を考えさせる。





走り出すタイミングを覚えられるよう合図を出す。





手本となる児童を称賛すると共に、勝敗以外でのチームや個人のよさを伝える。





順番を守ることや係の仕事内容を指示する。





・一人一人のよさや動きのポイントを個別に伝える。


・対抗戦での待つ位置や順番などを確認する。





・勝敗だけでなく調子よく走り超える楽しさを感じられるように、よい動きを具体的に称賛する。


・様々なコースを体験させ、条件の違いによる走り越す感覚の違いに気付けるようにする。





・前時の学習をもとに、どのコースが調子よく走れたかを確認する。


・コースを決めて、繰り返し練習を行わせる。





自分が走りやすいコースを選ばせたり走力に合わせて条件を変えたりして、勝敗を競い合うことができるようにする。





・止まらずに走る練習と、どのハードルも同じ足で踏み切る練習を行わせる。


・他の児童の走り方を見て、よいところに気付かせる。





担当する用具と一緒に行う友達を指示する。





助走、踏み切り、跳ぶ方向、高さなどの動きのポイントを示し、自分の課題を選びやすいようにする。





・３歩助走から片足で踏み切る練習をさせ、徐々に助走距離をのばさせる。


・立ち幅跳びから両足で着地する練習を繰り返しさせる。





担当する用具と一緒に行う友達を指示する。





助走、踏み切り、跳ぶ方向、高さなどの動きのポイントを示し、自分の課題を選びやすいようにする。





・３歩助走から片足で踏み切る練習をさせ、徐々に助走距離をのばさせる。


・低いゴム跳びから徐々に高さを上げる練習の場を作り、安心して運動できるようにする。


・踏み切り位置に目印を描く。





きまりを守り、安全に気を付けて運動している児童をお手本にさせる。





学習資料を活用し、走力を高めるためにどの運動に取り組んだらよいか教える。





外側の手を少し大きめに振って走ることを意識させる。





友達と見合ったり、アドバイスし合ったりさせ、チームの課題を明確にさせる。





ひじを引く感覚を意識させる。





掲示資料に目を向けさせ、きまりを確認させる。





前走者がダッシュマークの横に到達したら前を向いて走り出すように指示する。





チーム内で励まし合い、教え合っている児童を称賛する。





場のイメージ





きまりを守り、安全に気を付けて運動している児童を称賛し、手本にさせる。





グループ内で励まし合い、教え合っている児童を称賛する。





５ｍ、６ｍ、６.５ｍのインターバルの場で走り比べさせ、自分に合ったインターバルを見付けさせる。





様々な場で練習させ、自分が跳びやすいハードルを見付けさせる。





・友達のよい動きを観察させ、真似させる。


・自分に合った練習の場を選ばせる。





インターバルの歩数を決めさせ、教師や友達が走っている時に声を出し、インターバルの歩数を数える。





きまりを守り、安全に気を付けて運動している児童を称賛し、手本にさせる。





自分の課題を理解させ、友達の練習する様子を見させることで、練習方法や場を選べるようにする。





・3歩助走から始め、自分の利き足を理解させる。


・立ち幅跳びをさせ、両足で着地する感覚を味あわせる。





きまりを守り、安全に気を付けて運動している児童を称賛し、手本にさせる。








自分の課題を理解させ、友達の練習する様子を見させる。





・3歩助走から始め、自分の利き足を理解させる。


・ゴム跳びの場で、着地を意識させ跳ばせる。





きまりを守り、安全に気を付けて運動している児童を称賛し、お手本にさせる。





コースを短くし、走りきる感覚を味合わせる。





学習資料の使い方を教え、教師が師範したり一緒に走ったりする。





自分の課題を明確にし、活動の仕方を教える。





バトンパスをするときに声を出すように指導する。





ダッシュマークを付けさせ、ダッシュマークを横に到達したら走り出すように指示する。





きまりを守り安全に気を付けて行動している児童を称賛し、手本にさせる。





見るポイントをはっきりさせ、学習資料をもとにアドバイスするように声をかける。





一緒に友達の動きを見ながら、動きを見るポイントを確認させる。





・自分の踏み切り足を知ることができるよう、個別指導したり友達同士で観察させたりする。


・第１ハードルに自分の振り上げ足、踏切足が合わないときはスタートラインにかける足を左右逆にさせる。





易しい場において、ゆっくりと同じペースで走らせ、友達に何歩で跳んでいるか見てもらい自分のインターバルの歩数を知る。





・ハードルを倒した状態で、ゆっくり３～５歩のリズムで走らせる。


・友達に「トン１，２，３（４、５）」と声を出してもらう。





きまりを守り、安全に気を付けて行動している児童を称賛し、手本にさせる。





自分の課題を明確にし、それを解決できる場と練習方法を個別に指導する。





・助走の距離を短くし、マーカーを置き踏み切り前の3歩を意識させる。


・フワッと着地するように声をかける。





きまりを守り、安全に気を付けて行動している児童を称賛し、手本にさせる。





ゴム跳びを経験させ、足を高く上げることに慣れさせる。





自分の課題を明確にし、それを解決できる場と練習方法を個別に指導する。





きまりを守り、安全に気を付けて運動している児童を称賛し、お手本にさせる。





コースを短くし、走りきる感覚を味合わせる。





学習資料の使い方を教え、教師が師範したり一緒に走ったりする。





自分の課題を明確にし、活動の仕方を教える。





バトンパスをするときに声を出すように指導する。





ダッシュマークを付けさせ、ダッシュマークを横に到達したら走り出すように指示する。





きまりを守り、安全に気を付けて行動している児童を称賛し、手本にする。








約束を守り、友達と助け合っている児童を称賛し、手本にする。





友達のアドバイスや学習資料をもとに自分の課題を明確にさせ、練習の場を教える。





・自分にあったインターバルを見付けさせる。


・倒したハードルでリズムを身に付けさせる。





・ハードルの高さや材質を変え、走り越す感覚を味わわせる。


・遠くから踏み切らせるために、マーカーを置く。





・最初に計測したタイムを思い出させる。


・インターバルの歩数が合っている場で走らせ、記録を計測する。





きまりを守り、安全に気を付けて行動している児童を称賛し、手本にさせる。





自分の課題を明確にし、それを解決できる場と練習方法を個別に指導する。





・助走の距離を短くし、マーカを置き踏み切り前の3歩を意識させる。


・フワッと着地するように声をかける。





きまりを守り、安全に気を付けて行動している児童を称賛し、手本にさせる。





ゴム跳びを経験させ、足を高く上げることに慣れさせる。





自分の課題を明確にし、それを解決できる場と練習方法を個別に指導する。








